
本大会は、2025年度日本陸上競技連盟競技規則、及び本大会規定により実施する。

競技者受付日時／場所

※アスリートビブス、プログラム等の配布は、競技者受付時に行う。

大会前日及び当日のレース前の靴底厚検査は、行わない。

受付を完了した競技者は、レース前の招集は行わずスタート位置に集合する。

受付した後、棄権することになった競技者は、欠場届をTICへ提出すること。同時にアスリートビブス(トランスポン

ダー付き)も返却すること

タイム計測は、アスリートビブス（2枚）に取り付けの｢トランスポンダー｣で行うので、「胸」「胸」と「背」「背」に、配布さ

れた大きさのままで確実に取り付けること。

｢トランスポンダー｣ が付いたアスリートビブスは、競技終了後競技者が必ず返却する。

競技者は、以下の時間までにスタート地点へ集合し、前列から招待選手、アスリートビブス番号順にインよりアウト

へ並ぶ。出発係の指示に従うこと。

集合時間：男子10km＝9時50分　　ハーフマラソン男子＝9時50分

	 　ハーフマラソン女子＝10時00分　　女子10km＝10時05分

距離表示は、ハーフは「1㎞」毎に20㎞までの標識と、「中間点」、「あと1㎞」の標識を設置する。

10㎞は「1㎞」毎に9㎞までの標識を設置する。

給水は、ハーフ15㎞付近と20㎞付近に設置する。

ハーフマラソンは7km地点と15km地点に関門を設ける。関門閉鎖時間は、7km地点を男子(10時25分)・女子(10時31

分)、15km地点を男子(10時53分)・女子(11時01分)とする。

通過できなかった競技者は、競技役員の指示に従うこと。

10kmはスタート後40分でフィニッシュラインを閉鎖する。そのため、ハーフコース20km地点(山口マツダ前)を38分

(男子：10時33分・女子10時48分)で閉鎖する。

競技中、身体の故障等により、競技を続けることが困難となった場合、最寄りの競技役員に申し出ること。		

	

競技者が走行不能（即ち歩いたり、立ち止まったり、倒れた状態）となった場合は、本人がなお競技続行の意思を

もっていても、審判長または医務員に競技を中止させられることがある。（TR55.7.4）

				  

救護車及び収容車は、レース最後尾を運行する。

競技中に発生した傷害・疾病については、応急処置のみ主催者で行うが、以後の責任は負わない。

道路使用許可条件及び指導事項遵守のもと、競技者の安全と競技をスムーズに進行するため、警察により交通規制を行う。

競技者は、警察官、競技役員、コース走路員の指示に従うこと。

ハーフマラソンコース下見用車両の運行は、主催者としては行わない。
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Ⅰ. 注意事項

日時 場所

2月7日(土) 12時00分～15時00分 かめ福　オンプレイス

2月8日(日)　　8時00分～9時00分 維新みらいふスタジアム正面玄関（維新百年記念公園陸上競技場）

競 技 注 意 事 項
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競技者の更衣は、競技場1階の更衣室を使用することができる。

貴重品等は、各自の責任において管理すること。盗難事故等が発生しても、主催者は責任を負わない。

記録表の配布は、行わない。記録サイトをご利用下さい。

競技場内は、AD コントロールを実施するため、配布したAD カードは、常に携帯すること。

監督・コーチのAD カード配布上限枚数は、下記のとおりとする。

競技者1名：1枚　　競技者2～3名：2枚　　競技者4名以上：3枚

 競技場１階正面玄関からは、監督・コーチ・チーム関係者は入場はできない。

但し、表彰式の際には、監督・コーチはエントランスホール内への入場を認める。

記録速報サイト「2月8日(日)大会当日の各種目スタート後運用開始」　

https://runnet.jp/record/race.do?raceId=386413 

正式記録はハーフマラソン・10kmともに13時以降に連合HPに掲載します。
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Ⅱ. 連絡事項

Ⅲ. 記録速報

表彰は、競技終了後（12時00分予定）、維新みらいふスタジアム（維新百年記念公園陸上競技場）で行なうのでハーフマラソン

及び10㎞は8位まで、ハーフマラソン団体男女3位までの入賞者は11時50分までにエントランスホールに集合すること。　
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